
哺原鳳0会 "活動を開始
昨年 9日 にスクートした88麟 JAO曇

(丼ヤジのa)は 、額目籠3ホロ日に定例

eを lB麟 まちづくり組麟所 (い なげや駐車

場躙)で 開き、橿回 10人 饉上のメンパーが

糠まり、徐々に

'加
者が増えています。日

eわせ締会を経て具体的な活動は竹横競き

と決まりまし
=。

希望者は凛3六 曜日午級 :

時30分 に出席して下さい。

竹炭焼きに挑戦 しても、ます

竹炭は燃料 としてだ けでな く、水質浄化 、

調湿、脱臭な ど多様な活用方法があ ります。

幸 い相原町は竹林が多 く、竹林は間引き

しないとたけの こが出にくくな ります。竹

林の所有者 に協力 して もらい、間弓:き 用の

竹 を活用 し、炭 を焼 くことにな りま した。

竹林の間弓|き と竹炭の効果 、効能による

生活環境 を考えています。炭焼きの指導者

として町田市 シルバー人材 センターの若杉

幸生 さんにお願 い しま した。
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竹材の準備のため、大戸の

吉沢政孝 さんの ご好意によ

り、相原 」AO会 のみんな

で 12月 10日 に同氏の竹林の

孟宗竹を20本 伐採 し、枝 を

落 として大地沢 に運びま し

た。
12月 13日 に葉 を落 とす作

業 を和気あいあいと行い、

2日 間で延 べ 27名 が参加

しました。

竹の葉は町田市内の リス園

に引き取 つて もらい大変喜

ばれ ま した。

また、竹の技で帯を作 り、

町の中が綺麗 になると張 り

切 っています。薬師池の近

くで伏窯焼 きを している所

があるので見学する予定で

す。竹炭焼きは大地沢で実施 し。窯 として

ドラム缶を使用 します。 窯作 りは 1月 下 旬

に行い、炭焼 きは 2、 3月 に行 う予定です。

午後2時 頃着火 し、午後8時 ～ :0時 頃火止

め、翌日正午 ごろ釜出 しです。

まず、みな さんで炭焼きの技術 を修得 し

て、子供たちにも伝えるな ど、相原のまち

づ くり、ひ とづ くりにも役立てたいと念願

して います。成功すれば 、4月 にも子 ども

たちが炭焼き体験ができるよ うになるか も

しれ ません。    (111当  本徳 111■

仮称       かい

『組原を学61-観hも
活動が餡まります

相原 」AO会 の もう一つの活動 に、相原

の歴史や 自然 、動植物等の愛好の士が集 い

初歩か ら勉強する「相原を学ぶ―院」です。

この他にも囲碁や 1等 棋、絵手紙 やガーデ

ニ ング等、いろいろ話題 に上って t｀ ます。

相原の 自由時間 いつぱいのお父 さん どん

どん参加 して下さい。 ご連絡は最寄 りの相

原 まちづ くり協議会の理事 に声 をかけて下

さ い 1担 当 白 117｀ F
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④つのデーマで
取 り鑽えています

相原 まちづ く り協議会は、取 り組むテー
マが 多 くな って きたた め、昨年 5月 か ら5つ
のチ ーム を作 つて活動 して い ます。各部 Fl

は①相原駅 (責 任者・ 杉崎理事 )② 区画整
理 (同 横 溝理事 )③ 子供セ ンタ ー (同 伊藤
理事 )④ 中央公園 (同 北島理事〉⑤相原 J

AO会 (司 本徳理事 )で す。
協議会で は、毎 月 9日 午後 7時 30分 か ら相

原 まちづ くり相談所 で理事会 を開き、各部
Plの 報告 を もとに話 し合 つて います。 11月

9日 には同協議会 の相談 役で もある市 会議
員 の 八本 邦治 、井上 正 行 、伊 藤泰人 の 3氏
に出席 して もらい、情 勢報告 、意見交換 を
しま した。

欄源圏 鐘て替ぇェ事
り年 中に彗エ

1.ユ ニークで親 しみのある駅舎 ヘ

2 新駅舎の着工 と設備 は ?

3 市の行政報告 と地元への説明会
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そ して 相原 まちづ く り協 議会 の 三者 で 共  学んだ ことは、子供の形成 によか つた こと
同 活動 を開始 して ます。 教 育委 員会 との  と確信 しています。         :
話 し合 もヽ ,市 長 懇 談会 に質 問提 出 、市会   この相原 も、そ供たちのため に、今後 と
議員 に協力要 請 を行 い ま した 。       も、すば らしもヽ緑 の住環境を大切 にしたま

金 森 の 「ぼ 一ん 」 1号 館 の 計 画 と運 営  ちづ くりを進 めて欲 しい。

は 、 中高生 と小 学校 の 高学年 の青 少年 中
心 で 行われ ま した。

相 原 でも受 け入れ 組 織 は青 少年 と母親
た ち の強 力な パ ワーが 必 要条 件 で 、 これ
か らの活動 を ここに絞 って準 備 して いき
ます。        (担 当 伊藤勉 ,

縄 原 中 典 公 醒

浜美議 &九の
ま ち づ く 電調 油 曇 開 催 さ れ る

女 優・浜 業 技 さ ん の
欝 演 会 を 10月 24田 く日)

午 後 1時 30分 か ら種
原 小 学 校 俸 育 館 で 。梶
環 ま ちづ く り協 議 会 主
催 ,欄 原 地 区 連 合 町 内
会 、財 団 法 人 相 藤 保 書
会 の 後 援 で行 い ま した 。
出席 者 は 絲 150人 で した ,

読 さん は 、「 こ こ ろ
の 通 う緑 の ま ちづ く り」
をテ ー マ に議 漉 しま した
縫 は以 下 の通 りで す 。

が、その内容の標

この 間 、 千 葉 県 我 孫 子 市 の 第 2小 学 校 の
校 長 先 生 の話 しを 聞 く機 会 が あ りま した。
周 りに畑 が あ り、相 原 と似 て い る環 境 で す。
体 験 学 習 こそ 、 学 び の 原 点 と して い るユ ニ
ー クな 学 校 で す 。 常動 の発 生 28名 で す が 、
この 他 に 70名 以 上 の 学 校 外 の地 域 の 先 生 が
い る ので す 。

田んば の 先 生 、大 工 の 先 生 、手話 の 先 生 、

畑 の 発 生 、炭 焼 きの 先 生 、戦 争 体 験 の 先 生
な どで す 。

体 験 を通 して子 供 た ちが 、 あ の と き は楽
しか った 、 大 変 だ った と思 い 出 され 、生 き
て い く上 で 、 力 にな るの で はな いか と語 つ
て い ま した 。 学 校 と地 域 が 一緒 にな って い

るの で す 。 人 間 ら しく生 き るの に ど う した
らよ いか 、子 供 の 時 の地 域 、環 境 が 非 常 に
重 要 で す 。

私 は 中学 校 を卒 業 して 、す ぐバ スの 車 掌
にな りま した 。 貧 しい家 で した の で 、働 か
ぎ るを え ま せ ん で した。 そ の 後 、縁 あ つて
女優 にな りま した 。 40歳 か ら新 しい活 動 を

始 め ま した 。 しか し、生 涯 、 い くつ にな つ
て も子 供 の 時 の環 境 が 学 び 家 な の で す 。 い

ま 自分 が 感 じて い る こ と、 や りた い こ と 、
今 後 の 選 択 な ど 、 みな 子 供 の 時 の ど う育 ち
ま したが 、 元 にな って い るの で す。
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(4≧     園 園 困 勇  第 5号

時中機学ヽ校」輩舞椰轟一
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(連 合町内会作成要約書抜粋)     現 況 測量 が で きな い と、何 もで き ませ ん 。
区 域 の 中の 方 に相 当詳 しく説 明 した つ も り

寺 田和雄 市 長 と相 原 地 区連 合 内 町・ 権 原  で す が 、 そ の 後 だ いぶ 経 つて い ます の で 、

まちづ く り協 議 会 。青 少 年 健 全 育 成相 原 地  何 か や っ て いかな けれ ば な らな い と思 って

区 委 員 会 の 懇 議 会 が ‖ 月 2日 に行 わ れ ま し  い ます。 相 談 所 を設 けて い ます の で 、 いつ

た。 市 長 は「 ユ ニー クな駅 舎 にな る よ う努   で もお寄 りにな って 、何 かあ った 場 合 、私

力 した い 」 と語 つて い ま した 。       た ちが 出 向 くと い う体 制 を と って い ま す 。

この 中で 、 まちづ くりに関連 す る寺 田市  ぜ ひ 、相 談所 を利 用 して欲 しい。

長 らの発 言 は、以 下 の 通 りで す。       <相 原 中央 公 園建 設 につ いて >

相原の当面する一番大 きな問題 は、相原  かせ下さい。

駅の改築 ということです。 これは、選挙の   °公園緑地課長

際にもお約束を して、取 り組んできま した。   用地買収 の進 捗率 は53%で す。一番欲

皆 さんか ら大変ユニー クなプランをお寄 せ  しい場所 につ いては、まだ 目鼻がた つてい

頂 き、あま りにもユニークなので少 しビッ  ませんが、道路側の ところは買収 して いま

ク リしています。少 しで もユニークな色合  すので、それ を整備 している段階です。本
いを出 したいということで、 いずれ皆 さん  格的な計画を市の職員 と、地元の皆 さんで

に図面 をお見 せ して是 非 ご理解 を頂 きた  や つてい こうとヽ促進委員会 に相原全体の

い。 駅舎建設の経費は 」 Rと 町田市の負  メンバーの選出を申 し出ています。まだ、

担 にな りますが、町 田市の負担割合が もの  頂 いていませんが、それがまとまつた とこ

すごく大 きく、自治省の承認を得 ていかな  ろで、少 し業者の手 も借 りて、具体的な設

ければな りません。費用的 にも膨大なお金  計 にかか っていきたい。

にな りますが、できることを 1つ ずつ、着   く中央スポーツ広場 に公衆用 トイ レ建設
・ 質 問 について>

<相 駆駅の改築 >
・市長

実 にや って い きた い。
・ 質 問

駅 舎 の 着 工 の 時期 は 予定 通 りか 。区 画整
理 の 時 に 宅 盤 が 多 少 上 下 す る と 思 い ま す
が 、駅 舎 の 高 さ レベ ル 関係 の整 合 性 が 検 討
され る駅 舎 にな るの で すか 。
・ 市 長
当然 や る以 上 は 、 そ うい う こと を考 え た

上 で や ります。 現在 の 相原 駅 は ホ ーム が 低
いので少 し高 くした い。
・ 建設部長

今の予定 でいきます と、
盆過 ぎか ら13年 度末 まで、
工期 を予定 しています。
<区 画整理について >
・ 質 問

区 画 整 理 と駅 周 辺 の 道 路 を ど う考 え て い
ます か 。

・ 市長
現 況 測 量 は今 の と こ ろ約 7割 とい う状 況

で す。 駅 周 辺 の道路 につ い て は 、 買収 で も
何 とか で きな い か と い うこ とで すが 、 区 画
整 理 とな ります と、 先 の 長 い話 で す。 場 合
によ って は そ うい こ と も視 野 に入 れ て 、色
々 の 角度 か ら検 討 して いきた い。 予 算 的 に
も厳 しい状 況 で す。 で き るだ け 、経 費 の か
か らな い方 法 で 、少 して も進 め て いき た い。

・ 質 問

区画 整 理 につ いて 地 元 に説 明す るな ど検
討 して 欲 しい。

・ 質問
相原中央公園建設計画の進捗状況をお闘

中央スポーツ広場 に公衆用 トイ レの建設
をお願 いしたい。
・ 公目縁地課長
排水問題があ りますので、 トイ レを作 る

ことは難 しい。相原 中央公園と合わせて、
な るべく早 く計画を立てて、排水が取れ る
よ うにな つた ところで、 トイ レを優先 して
作 つていきたい。

・市長
市 長 が 出 て い る会合 で 、相 当 ガ ー ドを固

平 成 12年 の お  め て 言 うよ うな こ とで は 困 りま す の で 、仮

1年 半 く ら い の  設 トイ レが どん な もの が で き ま す か 、 そ し
て 、 で き るだ け早 く本 設 の トイ レを考 え て
い きた い。 トイ レの 問題 はな ん らか の 形 で

解 決 す る よ う に努 力 して いき ます 。

<こ ど もセ ンタ ー建 設 につ いて >
。質 問
2号 館 を是 非 、相 原 地 区 に作 って 頂 きた

もヽ。
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見たことありますが

どもあ ります。
さらに、 これか ら新 しい活動が始 まるも

の に相原 」AO会 があ ります。沢 山の集団

活動の 中で育 まれ る相原 の まちづ く り{人

づ くり)に あなた も参加 して下 さい。何か

新 しい感動の毎 日が始 まるはずです。

大学と伸自くなろう
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